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小売業 輸入業務システム

原価シミュレーション

 海外調達商品の原価試算

 商品企画段階での調達ボリュームの調整や販売価格検討・利益試算に活用

 調達商品情報、想定経費、温度帯情報等

 店着価格（輸入原価と物流センター利用料含む）

 輸入にかかる原価試算（製品・商品原価＋フレイト＋関税）

 海貨・通関費用等の輸入経費実績をパターンとして引用し試算に反映

 承認された試算情報は発注業務とデータ連携し輸入業務を効率化

 食品小売業における発注管理業務（在庫管理と販売実績、賞味期限）に対応実績あり

 導入事例 株式会社ハローズ様 http://www.kisnet.co.jp/case/halows/

原価シミュレーション

輸入原価シミュレーション入力画面

諸経費登録
商品代に加減算すべき諸経費

明細登録
輸入商品のボリューム、
単価、金額

原価試算表

想定費用を登録
税関費用（関税、消費税、食検）
各諸経費（海貨業者支払費用）

関西総合システム株式会社
http://www.kisnet.co.jp/

TEL：06-4396-5321
住所：大阪市浪速区湊町1丁目2番3号

マルイト難波ビル 〒556-0017

国際物流業務システム
お問い合わせ
http://www.kisnet.co.jp/inquiry/

仕入原価の事前把握は、コスト削減や売価設定の検討に非常に重要な業務です。
海外からの輸入商品の場合、商品原価に加えてフレイトや関税といった国際物流業務による
コストが発生すること、賞味期限や販売計画も考慮した輸入計画を立てる必要があります。
計画立案のために原価シミュレーションをし、最適な輸入方法を検討することが可能です。

http://www.kisnet.co.jp/
http://www.kisnet.co.jp/inquiry/

